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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

　気体や液体の計測において、分子はランダムな方向、速度で飛び回っているため、測定結果は速度分布を伴うことは避けられない。また速度の影響を取り除けたとしても、分子はあらゆる方向を向いているので、その平均しか計測することができない。分子の運動状態（並進、振動、回転）を単一化してやれば情報量は飛躍的に増え、高度な計測が可能となる。いくつかの分子操作技術の中で、レーザー光を用いた分子操作は、多数個からなる分子集団に対して特定の運動状態を実現できるという特徴を有する
研究代表者はレーザーのコヒーレントな性質を利用することによって物性制御や光化学反応制御の可能性を探索するコヒーレント制御または量子制御と呼ばれる手法を用いて分子配向操作に関する研究を行ってきた。基本波（800nm）と第二高調波（400nm）を重ね合わせ、その相対位相差を精密に制御したフェムト秒パルス(130fs,1×1012W/cm2)（以下、位相制御光）によって気体分子を励起した場合、イオン化された分子の光解離生成物は非常に強い位相依存性を示し、配向分子だけを検出できることに世界に先駆けて成功した。これまでに検出された分子の配向方向と永久双極子[1,2]や分子の最外殻軌道形状[3]との相関について調べてきた。しかしながら、検出された配向分子は動的に配向したものなのか配向分子だけが選択的にイオン化されたものなのか、議論の余地が残されていた。
　本研究では、（1）位相制御光の操作を行うためのマッハーツェンダー干渉計にピエゾ素子を導入することによって実験装置を高性能化し、（2）考えられる多数の候補分子の中から実験に適する非対称な無極性分子（1-ブロモ-2-クロロエタン）を選び出して位相制御光による分子配向の実験を行い、配向分子選択イオン化の効果だけを強調的に観測することに成功した。
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	欧文概要　ＥＺ

We report on the selective ionization of oriented nonpolar molecules with asymmetric structure by using phase-controlled two-color ω+2ω laser pulses with an intensity of 1.0 × 1013 W/cm2 (tunneling ionization regime) and a pulse duration of 130 fs. The orientation of 1-bromo-2-chloroethane was monitored by the directional asymmetries of the forward–backward emission in dissociative ionization. The observed direction of orientation clearly confirms that molecular orientation is induced not by dynamic orientation but by selective ionization of oriented molecules, which reflects the structure of the highest occupied molecular orbital. This method can be applied for the vast majority of molecules.
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